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活動内容 デジタル教科書・教材の活用

導入

◦「指導者用デジタル教科書（教材）」の初期画
面を開いてコンテンツを起動する。

単元名 日本の工業生産の今と未来（８時間）

本時の
ねらい

日本の自動車の海外生産の広がりに着目して、海外生産が増えている理由や、その影響に
ついて多角的に捉える。（第５時）

指導時期 11 月中旬〜下旬

本時（第５時）の展開

北海道北見市立三輪小学校
主幹教諭 佐野 正樹

小学校 第５学年
社会科 学習指導案

「指導者用デジタル教科書（教材）」を用いた授業展開例社会

単元の
ねらい

◦�我が国の工業生産の概要や、工業生産が国民生活の向上に重要な役割を果たしているこ
とを理解するとともに、地図帳や地球儀、統計など各種の基礎的資料を通して、情報を
適切に調べまとめる技能を身に付けるようにする。
◦�我が国の工業生産の概要や特色、工業生産が国民生活に果たす役割を多角的に考える力、
工業生産に見られる課題を把握してその解決に向けて多角的に考える力、考えたことを
説明したり、それらをもとに議論したりする力を養う。
◦�我が国の工業生産の概要や特色について、主体的に学習の問題を解決しようとする態度
を養うとともに、多角的な思考や理解を通して、我が国の産業の発展を願い我が国の将
来を担う国民としての自覚を養う。

指導者用デジタル教科書（教材）活用の意図・目的
　「日本の工業生産の今と未来」は、各種資料を関連付けたり、学習したことを総合的に捉えたりして、消費者
や生産者の立場から多角的に考える単元である。
　これまでの授業では、紙の教科書を用いて各種資料を実物投影機で提示してきた。その際、必要な資料のみを
提示するということが難しく、児童は余計な資料に気をとられ情報を読み取ることが難しいことがあった。
　「指導者用デジタル教科書（教材）」のよさとして資料提示のしやすさがあげられる。教科書の必要な資料のみ
を提示することや、比較したい２つの資料を提示することも簡単にできる。このような利点を活用することで、
児童がその場面での学習に不必要な情報に惑わされることなく思考することができ、それは全ての児童にとって
学びやすい環境づくりにつながると考えられる。
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活動内容 デジタル教科書・教材の活用

導入

◦「資料ア　日本の自動車の国内生産台数と海外
生産台数の変化」のグラフを読み取り、気付
いたことを話し合う。

◦海外生産の意味を確認する。

◦�海外生産の影響について問い、そのメリット
とデメリットについて簡単に予想をする。
　 T：�海外生産の変化には、どのようなよい点

や悪い点がありますか。
　 C：�国内生産が減っていくことは、日本にとっ

てよくないのではないか。
　 C：�外国は物が安いから工場が増えているの

かな。

◦�資料の一部をマスキングして提示し、変化の様子を考えられ
るようにする。

展開

◦�海外生産台数が増えた理由を、資料から読み
取り、話し合う。
　 T：�なぜ海外生産が増えたのか、資料をもと

に話し合いましょう。
　 C：�アジアや北アメリカでの生産台数が多い

ね。
　 C：輸送する費用が安くなるよ。
　 C：現地の人にすぐに届けられる。

◦�思考ツール（クラゲチャート）を活用し、理由を整理する。

自動車の海外生産を増やすことは、よいことなのだろうか。
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活動内容 デジタル教科書・教材の活用

展開

◦�世界に広がる日本の自動車会社の工場や海外
生産の様子を資料から読み取り、整理する。
◦�動画は一斉に視聴し、メモを取る。他資料は、
それぞれで読み取る。

　 T：�動画を視聴したり、青山さんの話を読ん
だりして、わかったことや思ったことを
書きましょう。

　 C：災害で生産が止まることもあるんだね。
　 C：�その国の人にとって働く場所が増えるこ

とはいいことだね。

◦�「指導者用デジタル教科書（教材）」に掲載されている動画に
アクセスし、視聴する。

◦�モニターに「青山さんの話」を提示し、資料の読み取りが苦
手な児童が、足がかりとして参考にできるようにする。

まとめ

◦�海外生産が増えることのメリットとデメリッ
トについて話し合い、学習のまとめをする。

海外生産を増やすことは、生産の費用が抑えられたり、現地の人の働く場の確保になった
りするよさがある。一方で、技術の流出につながったり、思わぬ災害で生産が止まったり
する不安もある。
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指導者用デジタル教科書（教材）を活用したことで得られた効果

　「指導者用デジタル教科書（教材）」を活用し、資料の一部をマスキングした上で提示した。少しずつマスキン
グをスライドさせることで、児童がいつもより集中して資料の変化の様子を読み取ろうとしたり、自分なりの根
拠をもって予想したりすることにつながった。

　授業の導入の段階で、誰もが考えることができる活動を取り入れることによって、児童の興味・関心を高めた
状態で授業を開始することができた。また、このスライドさせて提示する方法を繰り返していくことは、児童に
とって時期や時間の経過によってどのような変化が起こってくるのかという社会科の見方・考え方をはたらかせ
ることにつながり、ねらいとする資質・能力を高めることにつながる。そして、教材研究（授業準備）にかかる
時間が短くなったことも、教師にとって大きなメリットである。

　本時の授業は、「PMI」を使って授業のまとめをすることも考え
られる。「指導者用デジタル教科書（教材）」のツールバーには、「思
考ツール」として入れられているので、すぐに活用することがで
きるほか、他の「思考ツール」と比較しながら使用することもで
きる。

　さらに、日常的に教科書資料を用いて授業をする教師にとって
は、教科書の内容を深く研究することは欠かせない。「指導者用デ
ジタル教科書（教材）」では、教科書本文と資料のいずれかをマウ
スオーバーすると、対応する資料または本文がハイライト表示さ
れる。これによって、本文と資料の関係がひと目で理解でき、ど
の順序で資料を扱ったらよいか、授業の構想がしやすくなること
もメリットとして考えられる。


